
三島村竹島

主 催 ： 公益財団法人どうぶつ基金

共 催 ： 三島村役場

協 力 ： 竹島地区会 NPO法人みしまですよ

期 間 ： 平成27年9月1～3日（手術日）



【TNR該当地域の状況】

鹿児島県鹿児島郡三島村竹島は、鹿児島市からフェリーで約3時間の距離に

あり、島の面積：4.2㎢、世帯数：46、人口：72の島である（申請書より一

部抜粋） 。

地域の特徴

【鹿児島県の現状】

鹿児島県（鹿児島市を除く）では平成25年度1年間で953匹の猫を殺処分

を行っている。殺処分数のうち、成熟個体と幼齢個体数の区分をしておら

ず、幼齢個体数は成熟個体に計上している（H25年度環境省調べ）。
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成熟個体 幼齢個体 成熟個体 幼齢個体

鹿児島県
（鹿児島市
を除く）

395 576 3 9 9 6 22 18 953 -

殺処分数
殺処分数
のうち

幼齢個体

区分
自治体名

猫
引取り数 処分数

飼い主から 所有者不明
返還数

返還数
のうち

幼齢個体
譲渡数

譲渡数
のうち

幼齢個体

【竹島ねこマップ（申請書より）】



申請事業の背景・必要性及び目的

三島村の竹島では、非常に狭い範囲の住宅地に多数のノラ猫が生息して

おり、その数は年々増加している。それにより、以下のような弊害が発

生している。

・糞尿による悪臭

・発情期の深夜にわたる鳴き声

・母猫の人間への威嚇

・車やバイクで走行中の飛び出しによる急ブレーキ

・家屋への侵入

三島村は離島で動物病院がないため、村内での解決は非常に困難な上、

原因ははっきりしないがここ数年増加に拍車がかかっている。

（申請書より）

三島村役場からの申請を受け「さくらねこ一斉TNR無料不妊手術」を竹

島にて実施することとなった。
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手術会場：竹島体育館

猫の保管：竹島体育館及び各家庭

捕 獲 器 捕獲器所有者 使用台数

どうぶつ基金 ５０

合計 ５０

ケージ所有者 使用台数

どうぶつ基金 ４０

合計 ４０

ケ ー ジ

手術会場及び猫保管場所

手術会場の様子

捕獲器及びケージ使用台数



９月１日（火）

１３：１５ 竹島到着

１３：３０ 会場到着・設営

１４：２０ ミーティング

１４：３０ 手術開始

１７：００ 手術終了

１７：３０ 撤収完了・終礼
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スケジュール

期間 どうぶつ基金 三島村役場 竹島ボランティア 合計

９月１～３日
スタッフ３名
獣医師２名

２名 １２名 １９名

協働人員数（手術日）

９月２日（水）

８：４５ 朝礼

９：００ 手術開始

１２：００ 昼休憩

１３：００ 手術再開

１７：００ 手術終了

１７：３０ 撤収完了・終礼

９月３日（木）

８：４５ 朝礼

９：００ 手術開始

１２：００ 昼休憩

１３：００ 手術再開

１４：００ 手術終了

１５：３０ 撤収完了・終礼



手術集計
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TNR数

オス メス 耳カットのみ 計

9月1日 10 10 0 20

9月2日 28 30 1 59

9月3日 3 10 0 13

計 41 50 1 92

全頭に実施
ノミ・ダニ・回虫の駆除（レボリューション）、ワクチン、点
眼、補液５０ｃｃ

オス

45%

メス

54%

耳カットのみ

1%

手術割合（竹島）

オス メス 耳カットのみ

飼い猫

41%

ノラ猫

59%

飼い猫ノラ猫割合

飼い猫 ノラ猫



執刀医

山口武雄獣医師（どうぶつ基金顧問 ）

稲葉獣医師
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１．朝礼
手術開始前に、毎朝朝礼を行う。

２．手術準備
管理タグがついた猫を手術会場に搬入
し、安定剤、麻酔、抗生剤、ワクチン、
ノミ・ダニ・回虫の駆除（レボリュー
ション）を注射や投与していく。

３．耳カット毛刈り・ノミ駆除
手術する前に、みみ先カット（さく
ら耳）、毛刈りを行う。
毛刈りでは、元散髪屋さんの島の方
が活躍した。

手術会場の様子
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４．不妊去勢手術

５．術後ケア
手術が終わった猫には、補液、目薬
耳掃除を行う。

６．子猫の保護
手術ができない低体重の子猫は島で
保護され、適齢期になったら鹿児島
で不妊手術を受ける。

手術会場の様子
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８．リターン
翌日、麻酔が完全に覚めてから
捕獲された場所にリターンされる。

７．安静
手術が終わった猫はケージに戻り
麻酔から覚めるまで安静にする。

９．さくらねこ誕生
元いた場所に帰ったさくらねこたち。

手術会場の様子
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94％に不妊手術が完了、手術漏れも補完

申請時の目標として掲げていた98匹のうち、94％である92
匹を手術に手術が完了した。

手術ができなかった子猫と捕獲漏れの成猫は、子猫が適正体
重になるまで保護し、鹿児島のボランティア団体の支援を受
け不妊手術を実施する。平成27年12月末までに全頭の不妊手
術が完了する見通しである。

ケージの中で出産した母猫。
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責任感の芽生え（報告書より）

申請時の目標として掲げていた98匹のうち、92匹を手術を
施すことができた。
また、「当該地域から新たに子猫が産まれないことをもっ
て、徐々にノラ猫の数を削減する。」という目標も今後達成
していける見込みだ。
そして、「対象地域をモデルとして、他の地域での活動の普
及を図る。」という目標に対しても、全体の頭数に対する手
術達成率から、他地域に対してモデルとなることができると
考えている。
今までなかった、野良猫への島民の責任感が生まれてきたと
感じる。
また、新聞にとりあげられ、村外の人からも認知され、島や
ノラ猫問題に興味を持つ人が増えたと思う。

三島村竹島からの事業成果報告書より抜粋



メディア掲載（南日本新聞）
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メディア掲載（広報みしま）
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三島村竹島

主 催 ： 公益財団法人どうぶつ基金

共 催 ： 三島村役場

協 力 ： 竹島地区会 NPO法人みしまですよ

期 間 ： 平成27年9月1～3日（手術日）


